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1901 （明治34）年 5 月 上海に開設















13 ・ 1 0
1 7 ・ 4
2 1 ・ 7
37 ・ 1 0




































































































































































































































































































































































































































































































































四月法経学部 開設と 木田が「今思えば、夢のようです」という述さで、本間 執念 実
。
後に、本
間は
「引き揚げ者に対する同怖があ
ったか
らだろう」と述機している
。
豊橋を選んだ理由はすぐ使える寧の土地や建物があったか
らだ
などといわれるが、木田は、当時の盟締市
長械回忍を高く帯価している
。「
大学というのは大変で
すよ」という本間に、織田は「オレは
三
河人だ
。
まかせ
ておけ」「もしもという時は市立大学ということもある」と応じた
。
事実、市が最初出
した二十万円で校舎の窓ガラスの補
修や板の打ちつけをした
。
これも、八七年に九十五歳で
亡くな
った本
聞の話であ
る。（
敬称略）
本間喜ーさんらが創立したころの姿をとどめる愛知大学の木造本館
＝~I前，1r111r畑町で
33 
日
復活ヘ
34 
一九
O
一年（明治三十四年）から四五年（昭和二十年）
まで、五千人の卒業生を送り出した日本の学校を、中国の人々はどう見ているのだろうか。二月初め、東亜同文書院大学があった上海交通大学を訪ね、国際交流処副処長で動力機械工程教授の童澄教（五一二）に話を聞いた。童は八十年四月から二年間、東京大学工学部に留学した知日派。しかし、書院の名は、日本人から聞くまで知らなかった。まず資料 ない。機会があれば、書院について研究したいという童は、書院出身者を「遠慮しているようだ」「恩返しをしようとしている人 いる」と
d評
した。最近、横光利一の小説「上海」を翻訳出版した南京外国語学校日本語科主任の牒忠漢（四二）にとって 初めて耳にする名だった。昨年十一月、愛知大学を訪れた復日一大学（上海市）の歴史学系教授黄美真は「研究は始まったばかり。一次資料が少なく、散在している」と述べた。書院は、現代中国で長く、追いやられていた である。日中共同研究の土俵づくりが、今後の課題といえそうだ。
.. 
書院大学四十三期生で、四九年愛大卒の吉川績（七O）
H所沢市
Hは今月十五日、学生時代を送った上海交
通大学へ戻った。昨年九月から外語系日語教究室 大学の三、四年生三十人、修士、博士課程の院生三十人に日本語を教えているからだ。授業は、一学期（九月
l
一月中旬）が週十二時間、二
学期（二月下旬
l七月末）は八時間。一学期の院生の成
績は、平均八十七点だった。満足している。
「対日感情はいいですよ。日本の風土、風俗、習慣を
話すと、学生は喜びます。彼らにとって、日本は未知の固なんですな」。楽しそうに語る吉川の活動は、ボランティアである。童がいう恩返しなのだろうか。書院三十五期の小泉清一（七七）
H
岐阜市宇佐二丁
目
Hは、岐阜県日中友好協会の中国研修生対策委員と常
任理事を務める。中国から縫製工場などへ来 研修生に日本の地理、歴史、文化を教える小泉が、何よりも心配するのは、企業が利益を追求 るあまり、研修生が過重
冬休み中の上海交通大学の4構内を子ども連れの市民が散歩していた＝上海rl1内で
な状況に追い込まれることだ
。
「単純労働の担い手ではなく、進んだ技術を教えるの
が建前 のです
」
と強制した
。
A
-- 
一月十
二日、書院の同窓会「掘
（こ）友会」が、東京
で聞いた新年賀詞交換会
、愛犬の学長石井吉也
、教授
の今泉潤太郎
、藤回佳久らが出席し、エールを交わした
。
愛大は数年前から性院研先に絞様姿勢をみせている
。
しかし
、両者は無縁
、とされた時期がある
。
学生の
「大旅行」は
一種のスパイ活動ではなか
ったか
。
日本の
中国侵略に加担したのが、通訳従軍ではなか
ったのか
。
書院をこう見た蒋介石の中国政府は
、
愛大を書院の復活、
と非難した
。
また、連合国軍総司令部
「G
H
Q」は、愛大創立時の
四七年初め、「書院教授の採用は
、
決定ずみの人はやむ
をえないが
、今後は認めない」と指示する
。双方がソツ
ポを向かなければならない情勢だった
。
大学紛争が続発したころも
、骨院は排除される側にあ
った
。
しかし
、時代は変わり、昨年五月、愛大豊橋キャン
パ
スに
「東亜同文書院大学記念センター」ができた
。
敗戦
で、
二十世紀前半の凹十五年間にわたる歴史を閉じたは
ずの書院は、
二十
一世紀を目前に
、側性を中国に求める
愛大で、見つめ直されようとして る
。（おわり
H敬称略
）
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